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四万十川清流基準調査について＊

堀 内 泰 男＊＊・藤 村 茂 夫＊＊＊・西 森 一 誠＊＊＊＊

キーワード ①四万十川 ②清流基準 ③清流度 ④水生生物

要 旨

高知県においては，平成１３年４月から「高知県四万十川の保全及び流域の振興に関す
る基本条例」（略称・四万十川条例）が施行されている。その第１７条に清流基準を定めて
おり，環境基準のほか清流度，窒素・リンに係る指標および水生生物に係る指標が規定さ
れている。このうち清流度および水生生物に係る指標を策定するために，平成１２～１４年度
の３年間にわたり四万十川の清流基準調査を行った。四万十川本流の清流度は，６mか
ら４mくらいで下流域になるに従い低下した。もっとも清流度の高い地点は，支流黒尊
川・流入前で３年間の平均清流度１３．１mであった。水生生物に係る指標として，四万十
川方式調査法を新たに考え，平成１４年度に実践調査した。その結果，１０地点において同調
査法で定める水質階級１（大変きれいな水）または２（きれいな水）の評価となり，２地
点で水質階級４（少しきたない水）と５（きたない水）の評価となった。

1. は じ め に

「日本最後の清流」と呼ばれる四万十川につい

て，その水質を「県民みんなが理解しやすいよう

な形で，また気軽に調査に参加することができる」

という考えのもとに，よりシンプルに対処できる

水質調査方法として，清流度および水生生物によ

る水質調査が考えられた。これらの方法は，従来

の BOD等の理化学的な水質調査と違い，主に現

場で安価な機器を使用し，楽しみながら調査でき

る利点を持っており，理化学的調査と併用するこ

とにより，きめ細かい水質調査ができる。今回，

四万十川の本流４地点，支流８地点の計１２地点に

おいて，３年間にわたり清流度調査，水生生物調

査を行ったのでその概要を報告する。

2. 清流度について

2.1 調査の概要

調査地点は図 1のとおりであるが，平成１４年

度は，河川工事等のため調査地点 st．４梼原川大

正橋を約１００m下流の田野々大橋，st．１２中筋川山

路橋を約２００m上流の坂本橋にそれぞれ変更し

た。清流度調査は，４～５日雨がなく河川水質が

異常でない昼間の晴れた日，水深０．３～１．０mく

らいの平瀬で，直径２０cmのブラックディスクを

水中に入れ，そのディスクを水平方向に見通して

見えなくなる距離を，測定者が清流度計を使って
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測定する方法で行った１，２）。参考までに清流度計

を使ってホワイトディスクを見る方法と，直接水

中に潜水しブラックディスクおよびホワイトディ

スクを見る測定の２方法の計３方法も同時に行っ

た。

なお，ホワイトディスクで測定するときは，黒

い傘で被い，太陽光線の影響を小さくした。清流

度計とブラック（ホワイト）ディスクの装置一式

を写真 1に，また，水中でブラックディスクを

水平方法で見た様子を写真 2に示した。調査日

は表 1のとおりで，四季を含む年５回，述べ１５

回×１２地点合計１８０地点を調査した。

2.2 清流度調査結果

図 2，3に平成１２年４月から平成１５年３月まで

の四万十川本流，支流の清流度を示した。季節で

みると本流４地点とも秋から冬にかけて清流度が

高く，春から夏にかけて低くなる傾向がみられた。

これは秋から冬にかけて降雨が少なく河川環境が

安定しているためと思われる。四万十川支流の清

流度については，清流度の高い支流地点として，

st．９黒尊川・流入前，st．８目黒川・流入前，st．４

梼原川・大正橋（田野々大橋）があげられる。清

流度がもっとも低い支流地点は，st．１２中筋川・

山路橋（坂本橋），ついで st．３吉見川・流入前，

st．１１後川・後川橋の順であった。これらの地点

もわずかな傾向であるが，秋から冬にかけて清流

度が高く，春から夏にかけて低い値を示した。

図 4に３年間の平均清流度を河口から上流に

向けて示した。３年間の平均清流度は，上流部の

st．１鍛冶屋瀬橋５．９m，st．５大正流量観測所で６．１

m，中流部の st．７橘４．９m，下流部の st．１０具同４．２

mとなり，下流になるにつれ清流度は徐々に低

下していく結果になった。

分布から見た地域的特徴として，支流の黒尊川，

目黒川は流域でもっとも高く安定した清流度を保

表 1 清流度調査日

季節 平成１２年度 平成１３年度 平成１４年度
春（４～６月） H１２．４．１７ H１３．６．１３ H１４．６．４
夏（７～９月） H１２．７．１１ H１３．８．２９ H１４．９．１２

H１２．９．６ ― ―
秋（１０～１２月） H１２．１２．１２ H１３．１０．４ H１４．１０．１７

― H１３．１２．１１ H１４．１２．２６
冬（１～３月） H１３．３．８ H１４．３．１２ H１５．３．１１

写真 1 清流度計一式

写真 2 水中での様子図 1 調査地点図
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持しているが，仁井田川，吉見川，広見川，後川，

中筋川は，四万十川本流よりも数m低い清流度

の状況がうかがえた。清流度測定は４方法で行っ

ており， 参考までに表 2に測定方法別の回帰式，

相関係数を示した。４方法とも高い相関が認めら

れたが，とくに同じディスクを見通した，清流度

計と潜水での測定方法間に高い相関があった。

3. 水生生物について

3.1 調査の概要

調査地点は清流度と同様に図 1のとおりで，

本流４，支流８の計１２地点（下流部の２地点は感

潮域の関係で上流部の地点とした）で行なった。

水生生物の調査方法として以下に示す２方法で

行った。これらの調査法の名称は仮称であるが以

後この調査名で示す。

①サーバーネット法

３０cm×３０cm×３区画の水生生物をサー

バーネット（網目４０メッシュ）で採取し，可

能な限り種まで同定した。汚濁指数値（PI

値）による水質判定法で水質評価を行う３，４）。

平成１２～１３年度に四季ごとに年４回調査を

行った。

②四万十川方式調査法

平成１２～１３年度に行ったサーバーネット法

の結果を参考にして考案した調査法で，水生

生物の採取は約１ミリ目の網を用いて自由な

採取を行い，年３回（春季，夏季，秋季）調

査した。サーバーネット法で出現した種およ

び以前環境教育などの際に流域で採取した種

を中心に選定した４０種の指標生物（表 3）か

ら総スコア値（TS値），指標生物種数，平均

スコア値（ASPT値）を求め水質評価を行う５）。

この方式による調査は，平成１４年度に５月，８

月，１１月と３回行った。

3.2 水生生物調査結果

3.2.1 サーバーネット法における水質判定

表 4に，平成１２～１３年度の水生生物による水

質判定結果を出現種類数，個体数，汚濁指数，最

多出現種について示した。流域では多種多様の水

図 2 四万十川本流清流度

図 3 四万十川支流清流度

表 2 調査方法別の回帰直線および相関係数

Ｘ

Ｙ

清流度計
ブラック
ディスク

清流度計
ホワイト
ディスク

潜水
ブラック
ディスク

潜水
ホワイト
ディスク

清流度計
ブラック
ディスク

Y＝０，８９７
X－０．５０４３
R２＝０．９００６

Y＝１．０５６X
－０．０６３７
R２＝０．９４９２

Y＝０．９４８１
X－０．３８７６
R２＝０．８８８５

清流度計
ホワイト
ディスク

Y＝１．１３７２
X＋０．５４４６
R２＝０．９００５

Y＝１．０３４X
＋０．２０５６
R２＝０．９６９３

潜水
ブラック
ディスク

Y＝０．８６４４
X－０．０７２１
R２＝０．８８９

潜水
ホワイト
ディスク

図 4 四万十川支流清流度分布（H 12.4～H 15.3）
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生生物が多数存在しており，最多出現種では，き

れいな水域に住むエルモンヒラタカゲロウ

（Epeorus latifolium），シロタニガワカゲロウ（Ec-

dyonurus yoshidae），コカゲロウ属（Baetis sp.），

アカマダラカゲロウ（Ephemerella rufa）等カゲ

ロウ類，ウルマーシマトビケラ（Hydropsyche ori-

entalis），ブユ科（Simuliidae）等が出現していた。

水質が悪化するにつれてコガタシマトビケラ

（Cheumatopsyche brevilineata），オオシマトビケ

ラ（Macrostemum radiatum）等のトビケラ類，

ユスリカ科（Chironomidae）等が多く出現する

傾向が見られた。

冬期においては出現種類数，個体数が多かった。

このことは，河川環境の安定，春から初夏に成虫

になる水生生物の生活サイクルに合致した結果と

なった。

図 5に，平成１２～１３年度の水生生物目別種数

を示した。水生昆虫のカゲロウ目，トビケラ目，

カワゲラ目の順に出現しており，全体の種数の約

６４％を占めていた。水質判定は，平成１２年度，１３

年度ともに st．３吉見川の流入前と st．１２中筋川・

五反田橋の２地点が β―ms（β―中腐水性水域），

その他の１０地点が os（貧腐水性水域）と判定さ

れた。

3.2.2 四万十川方式調査法における水質判定

表 5に四万十川方式調査法による水質評価の

水質階級判定基準を示す。

これはサーバーネット法の結果に照らし合せて

独自に決定したもので，今回の調査をあてはめた。

つまり，３回平均の指標生物種数と ASPT値の２

項目評価で水質階級を決定した。

結果は表 6のとおりで，本流４地点すべてと

黒尊川などの支流６地点が水質階級１（大変きれ

いな水）・２（きれいな水）の評価となった。st．３

吉見川・流入前は，水質階級５（汚い水）の水質

評価となった。また， st．１２中筋川・五反田橋は，

水質階級４（少し汚い水）と判定された。

4. 考察および今後の課題

今回，四万十川の清流基準策定のため，誰にで

も気軽に水質調査ができる項目として，清流度，

水生生物調査を考えた。四万十川の清流度は，本

流の上流部で約６mと測定されたが，中流から

下流にかけて徐々に低くなる傾向が見られ，下流

表 3 四万十川方式調査法における指標生物およびスコア値

No 指標生物 スコア値 No 指標生物 スコア値
１ アミカ １０ ２１ テナガエビ ７
２ サワガニ ９ ２２ プラナリア ７
３ チラカゲロウ ９ ２３ コカゲロウ ６
４ ヒラタカゲロウ ９ ２４ キイロカワカゲロウ ６
５ カワゲラ ９ ２５ ヒラタドロムシ ６
６ ナガレトビケラ ９ ２６ ホタル ６
７ 携巣性トビケラ ９ ２７ スジエビ ６
８ ヘビトンボ ９ ２８ モクズガニ ６
９ ヨコエビ ９ ２９ イシマキガイ ６
１０ タニガワカゲロウ ８ ３０ アミメカゲロウ ５
１１ マダラカゲロウ ８ ３１ タイコウチ・ミズカマキリ ５
１２ ヒゲナガカワトビケラ ８ ３２ シジミガイ ５
１３ ナガレアブ ８ ３３ タニシ ４
１４ カワニナ ８ ３４ モノアラガイ ３
１５ モンカゲロウ ７ ３５ ヒル ２
１６ サナエトンボ ７ ３６ ミズムシ ２
１７ ナベブタムシ ７ ３７ アメリカザリガニ １
１８ シマトビケラ ７ ３８ 赤いユスリカ（腹鰓アリ） １
１９ ガガンボ ７ ３９ サカマキガイ １
２０ ブユ ７ ４０ イトミミズ １
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の環境基準地点の具同では約４．２mとなった。清

流度の高い支流は，黒尊川（１３．１m），目黒川（８．４

m），梼原川（６．８m），清流度の低い支流は中筋

川（１．０m），吉見川（２．２m），後川（２．２m）であっ

た。

四万十川の水生生物は，多種多様の生物が多数

表 4 底生動物相による各河川の水質判定結果表（／0.27 m2，H 12.5～H 14.2）

水系 平成１２年度 平成１３年度

No 河川名
地点名

水質
判定

調査月 種類数 個体数 汚濁
指数

最多出現種
水質
判定

調査月 種類数 個体数 汚濁
指数

最多出現種

１ 四万十川
四万十川
鍛冶屋瀬橋

os ５月
８月
１１月
２月

３７
２８
２７
４３

１，８２１
１，１７０
１，０９４
１，４２７

１．２３
１．２６
１．２９
１．１３

アカマダラカゲロウ
アカマダラカゲロウ
コカゲロウ属
アカマダラカゲロウ

os ６月
８月
１１月
２月

２４
３７
４２
４１

１，４２４
１，７０９
１，００５
１，８２９

１．２４
１．３０
１．２９
１．１９

アカマダラカゲロウ
アカマダラカゲロウ
アカマダラカゲロウ
ユスリカ科

２ 四万十川
仁井田川
根々崎橋

os ５月
８月
１１月
２月

２３
３１
２６
３５

１，８６６
６４７
５４４
１，６３８

１．２４
１．５７
１．３７
１．２５

ブユ科
アカマダラカゲロウ
ユスリカ科
ウルマーシマトビケラ

os ６月
８月
１１月
２月

１６
２７
３３
３０

４１２
１，７１７
１，３２３
１，６１６

１．４３
１．３９
１．３３
１．２７

コカゲロウ属
コガタシマトビケラ
ブユ科
ユスリカ科

３ 四万十川
吉見川
流入前

β―ms ５月
８月
１１月
２月

１５
２６
１６
１１

５６７
７６４
２７０
４６５

２．０９
２．００
２．０９
２．３３

ユスリカ科
ユスリカ科
ユスリカ科
ユスリカ科

β―ms ６月
８月
１１月
２月

１０
２１
１９
９

３３５
２９１
３１３
８３６

２．５６
１．８９
１．７９
１．８１

イトミミズ科
ユスリカ科
ユスリカ科
ユスリカ科

４ 四万十川
梼原川
大正橋

os ５月
８月
１１月
２月

４１
２６
３５
４５

１，１７４
６１５
７５４
９６５

１．１９
１．２２
１．２５
１．２３

ユスリカ科
コカゲロウ属
コカクツツトビケラ
ユスリカ科

os ６月
８月
１１月
２月

３６
３１
３６
４８

９９５
６９０
１，６９２
１，４１８

１．２７
１．２８
１．１４
１．２４

アカマダラカゲロウ
シロタニガワカゲロウ
コカゲロウ属
アカマダラカゲロウ

５ 四万十川
四万十川
大正流量
観測所

os ５月
８月
１１月
２月

３４
２８
１９
４１

１，３０９
５１４
３５６
９９２

１．１３
１．２０
１．１５
１．１５

エルモンヒラタカゲロウ
コカゲロウ属
コカクツツトビケラ
ユスリカ科

os ６月
８月
１１月
２月

３１
２９
３６
４０

１，３３３
９０３
１，５１７
１，８５０

１．１２
１．３１
１．３５
１．２２

エルモンヒラタカゲロウ
アカマダラカゲロウ
ユスリカ科
セトトビケラ属

６ 四万十川
広見川
川崎橋

os ５月
８月
１１月
２月

３０
２７
２７
２８

１，３６２
１，７４７
３７７
９５８

１．１５
１．３７
１．２４
１．２２

エルモンヒラタカゲロウ
コガタシマトビケラ
ユスリカ科
ユスリカ科

os ６月
８月
１１月
２月

２８
３２
３５
４１

１，７４０
１，１９５
１，３３５
４，１１６

１．３０
１．３７
１．３２
１．３３

コガタシマトビケラ
シロタニガワカゲロウ
コガタシマトビケラ
ユスリカ科

７ 四万十川
四万十川
橘

os ５月
８月
１１月
２月

３０
２９
２７
３４

１，２６３
８４１
２７７
１，５０６

１．２４
１．２７
１．３２
１．２０

ユスリカ科
コカゲロウ属
コカクツツトビケラ
ユスリカ科

os ６月
８月
１１月
２月

２７
２９
３３
４２

７３５
１，２４５
１，１９６
１，２５５

１．３３
１．３３
１．３１
１．２８

コカゲロウ属
コカゲロウ属
コカゲロウ属
ユスリカ科

８ 四万十川
目黒川
流入前

os ５月
８月
１１月
２月

２５
１５
２４
２７

７８６
３３５
１６２
１，０５１

１．１５
１．３４
１．２１
１．１４

ユスリカ科
シロタニガワカゲロウ
コガタシマトビケラ
ブユ科

os ６月
８月
１１月
２月

２４
２９
２９
２８

８２６
８２５
４８２
２，５４４

１．１８
１．２３
１．１６
１．１４

エルモンヒラタカゲロウ
コカゲロウ属
ブユ科
エルモンヒラタカゲロウ

９ 四万十川
黒尊川
流入前

os ５月
８月
１１月
２月

２８
２５
３０
４０

１，７８３
３４０
２３３
６１８

１．０６
１．２７
１．２１
１．０９

ブユ科
コカゲロウ属
クロマダラカゲロウ
ブユ科

os ６月
８月
１１月
２月

２７
３１
４４
４１

７１５
６７５
１，００６
１，１２０

１．１８
１．２４
１．２０
１．０９

エルモンヒラタカゲロウ
コカゲロウ属
クロマダラカゲロウ
ユスリカ科

１０ 四万十川
四万十川
具同

os ５月
８月
１１月
２月

１６
１５
１８
２９

２２２
１２１
１３７
６９７

１．３０
１．５０
１．３８
１．３０

ヒメトビイロカゲロウ
コガタシマトビケラ
シロタニガワカゲロウ
ユスリカ科

os ６月
８月
１１月
２月

２４
２２
２５
２５

５０７
３４３
２５１
６０７

１．４５
１．３１
１．４８
１．３８

エルモンヒラタカゲロウ
オオシマトビケラ
シロタニガワカゲロウ
エルモンヒラタカゲロウ

１１ 四万十川
後川
秋田橋

os ５月
８月
１１月
２月

２６
１７
３０
３４

８４５
１４０
４３９
５８９

１．１９
１．３９
１．３９
１．０８

コカゲロウ属
コカゲロウ属
コカゲロウ属
ユスリカ科

os ６月
８月
１１月
２月

３３
２８
３２
２６

８６０
７８８
４１９
１，５６６

１．３１
１．３６
１．１７
１．１５

コカゲロウ属
アカマダラカゲロウ
コカゲロウ属
ユスリカ科

１２ 四万十川
中筋川
五反田橋

β―ms ５月
８月
１１月
２月

２２
２０
２４
１９

１，４２０
８７７
６８３
１，０２３

１．８１
１．９３
１．７５
１．６７

ユスリカ科
コガタシマトビケラ
コガタシマトビケラ
ユスリカ科

β―ms ６月
８月
１１月
２月

２０
２１
２５
２１

６０３
５９４
１，０５４
４，５５８

１．８５
１．７７
１．６３
１．５３

コガタシマトビケラ
コガタシマトビケラ
コガタシマトビケラ
ユスリカ科
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存在しており，サーバーネット法の水質判定では

１０カ所が osと判定されたが，２カ所 β―msとなっ

た。平成１４年度にサーバーネット法の結果から４０

種の指標生物を選定し，それぞれにスコア値をつ

けた四万十川方式水質調査法を考案し，モニタリ

ング調査を行った。水質のきれいな地点では，サー

バーネット法と同じような水質階級１，２になっ

たが，少し汚れた地点では四万十川方式水質調査

法がサーバーネット法よりも悪い結果になった。

今後はこれらの調査を一般県民や中高生にお願

いし，四万十川の水質を監視していくこととし，

平成１５年度は流域の３高校に清流度調査，水生生

物調査を実施してもらっている。また，１６年度か

らは，他の学校や一般県民の方にも範囲を広げて

いく予定である。
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表 5 四万十川方式調査法の水質階級判定基準

水質階級 指標生物種数 ASPT値
１（大変きれいな水） １０種以上 ７．５以上
２（きれいな水） ８種以上 ７．０以上
３（少しきれいな水） ７種以上 ６．０以上
４（少しきたない水） ６種以上 ５．０以上
５（きたない水） ５種以上 ３．０以上
６（大変きたない水） ４種以下 ３．０未満

図 5 目別種数

表 6 四万十川方式における水質階級（3季）

水質
階級

指標生物種数
ASPT値

平成１４年度の該当地点

１ １０種以上
７．５以上

st．４梼原川・田野々大橋，st．５大正流
量観測所，st．６広見川・川崎橋，st．８
目黒川・流入前，st．９黒尊川・流入
前，st．１１後川・秋田橋

２ ８種以上
７．０以上

st．１鍛冶屋瀬橋，st．２仁井田川・根々
崎橋，st．７橘，st．１０具同

３ ７種以上
６．０以上

４ ６種以上
５．０以上

st．１２中筋川・五反田橋

５ ５種以上
３．０以上

st．３吉見川・流入前

６ ４種以下
３．０以下

備考）水質階級１から５までは，指標生物種数および ASPT値
に関する要件をともに満たすこと

報 文５６

５６─ 全国環境研会誌


